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こ
の
四
月
に
校
長
と
し
て
赴
任
し
ま

し
た
湯
沢
で
す
。
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、

引
き
続
き
本
県
の
次
代
を
担
う
優
れ
た

農
業
者
の
育
成
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
入
学
式
は
、
四
月
三
日
と

い
う
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
が
な

い
中
で
の
挙
行
と
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
雨
天
の
中
、
栃
木
県
議
会
、
後
援
会
、

同
窓
会
を
始
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
本
科
一
年

生
六
十
六
名
の
入
学
式
が
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
研
修
科
で
は
、｢

と
ち
ぎ
農

業
未
来
塾｣

に
昨
年
度
を
上
回
る
百
十

七
名
、｢

と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル｣

に
二
十
三
名
の
受
講
生
を
お
迎

え
し
て
今
年
度
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
も
早
四
ヶ
月
が
過
ぎ
、
学
生

も
学
校
生
活
や
寮
生
活
に
も
慣
れ
、
授

業
や
自
治
会
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組

み
、
益
々
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
去
る
五
月
に
は
、｢

第
二

十
七
回
農
業
大
学
校
東
関
東
ス
ポ
ー
ツ

大
会｣

が
千
葉
県
東
金
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
千
葉
県
、
茨
城
県
、
本
県
の

四
校
の
農
大
生
が
競
い
合
う
こ
の
大
会

で
、
七
競
技
種
目
の
う
ち
軟
式
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

四
種
目
で
団
体
優
勝
す
る
な
ど
、
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
る

選
手
の
姿
に
感
動
す
る
と
共
に
、
こ
う

し
た
行
事
を
通
じ
て
学
生
相
互
の
連
帯

や
、
学
生
と
職
員
間
の
信
頼
が
一
層
強

ま
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
は
、
二
年
生
が
、
就
農
の
準
備
や

就
職
活
動
な
ど
、
今
後
の
進
路
を
決
定

す
る
上
で
の
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
学
生
の
夢
や

希
望
が
叶
う
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
担
い
手
の
減
少
と
高
齢
化
の
進

展
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
等
の
課
題
に

加
え
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
農
産
物
価
格
へ
の

影
響
や
、
五
十
年
近
く
続
い
た
米
の
減

反
政
策
の
廃
止
決
定
な
ど
激
変
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
の
実

践
的
教
育
を
通
し
て
農
業
経
営
に
関
す

る
高
度
な
専
門
知
識
と
確
か
な
農
業
技

術
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
寮
生
活
等

で
人
間
性
の
涵
養
を
図
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
の
大
き
な
変
革
の
時
代
に
も
的
確
に

対
応
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
強
い
目
的

意
識
を
持
っ
て
、
日
々
弛
ま
ぬ
努
力
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
、
来
年
、
創
立
百
十
年
を
迎

え
ま
す
が
、
県
内
唯
一
の
農
業
者
の
教

育
研
修
機
関
と
し
て
今
後
と
も
時
代
の

要
請
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、
日
々
精

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
後
援
会
、
同
窓
会
及
び
関
係
機

関
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
校
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

農
大
だ
よ
り

農
大
だ
よ
り
十
六
十
六
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四
月
十
八
日
、
講
堂
兼

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
五
年
度
の
事
業
・

決
算
が
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
今
年
度
の
農
大
祭

な
ど
の
事
業
計
画
・
予
算

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
あ
た
り
、
松
本

高
徳
会
長
か
ら
「
充
実
し

た
活
動
を
し
、
楽
し
く
有

意
義
な
学
生
生
活
に
な
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

五
月
二
十
三
日
、
第
二
十
七
回
農
業

大
学
校
東
関
東
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
千
葉

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
東

金
市
に
あ
る
東
金
ア
リ
ー
ナ
で
七
種
目

（
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓

球
、
サ
ッ
カ
ー
、
硬
式
テ
ニ
ス
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
サ
ッ
カ
ー
場
は
、

な
で
し
こ
リ
ー
グ
が
開
催
さ
れ
る
本
格

的
な
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
校
は
栃
木
県
農
業
大
学
校
ほ

か
、
茨
城
県
立
農
業
大
学
校
、
千
葉
県

立
農
業
大
学
校
、
鯉
淵
学
園
農
業
栄
養

専
門
学
校
の
四
校
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
で
暑
い
中
、
屋
外
や

体
育
館
内
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
競
技
中
の
学
生
は
、
い
つ
に

も
増
し
て
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
生

き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

【
本
校
の
成
績
】

軟
式
野
球

優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

優
勝

サ
ッ
カ
ー

優
勝

卓
球

優
勝

個
人
男
子

第
三
位

（
農
業
経
営
学
科
一
年

遠
藤

邦
晃
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
四
位

テ
ニ
ス

団
体

第
四
位

個
人
女
子

第
二
位

（
園
芸
経
営
学
科
花
き
専
攻

一
年

山
中

恵
美
）

個
人
女
子

第
三
位

（
園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻

一
年

野
瀧

遥
加
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

第
四
位

女
子

第
二
位

キ ャ ン パ ス ラ イ フ
（ ２ ６ 年 ４ 月 ～ ７ 月 ）

学
生
自
治
総
会

「
第
二
十
七
回
農
業
大
学

校
東
関
東
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

（
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
開
催
）
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本
校
二
年
生
を
対
象
に
、
就
農
意
欲

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
六
月
十

八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
大
学
校
を
卒
業
し
五
年
か
ら
十

年
を
経
過
し
、
県
内
各
地
、
農
業
経
営

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
五
名
の
卒

業
生
を
講
師
と
し
て
招
き
、
は
じ
め
に

全
体
会
、
そ
の
後
各
学
科
・
専
攻
に
分

か
れ
て
の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
や
農
業
経
営
の
情
報
、

「
就
農
の
き
っ
か
け
」
「
農
業
の
厳
し

さ
や
楽
し
さ
」
「
人
と
の
出
会
い
」
等

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
就

農
を
再
考
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
卒
業
生
は
以
下
の
方
々
で

す
。
（
氏
名
、
出
身
地
、
卒
業
年
度
、

学
科･

コ
ー
ス
、
経
営
内
容
）

・
舩
山
瑛
子
さ
ん

那
須
烏
山
市

二
一

年
度
卒

作
物

水
稲+

麦+

西
洋
野
菜

・
熊
田
寛
子
さ
ん

大
田
原
市

二
一

年
度
卒

畜
産

和
牛
肥
育

・
早
乙
女
克
也
さ
ん

鹿
沼
市

二
〇

年
度
卒

園
芸･

野
菜

い
ち
ご

・
宇
戸
平
和
幸
さ
ん

下
野
市

一
七

年
度
卒

園
芸
・
花
き

洋
ラ
ン

・
直
井
佳
貴
さ
ん

芳
賀
町

一
六

年
度
卒

園
芸･

果
樹

な
し

六
月
三
日
、
学
生
寮
で
の
緊
急
時
の

対
応
訓
練
と
し
て
寮
生
八
十
三
名
他
で

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
寮
生
会

生
活
・
学
習
部
が
中
心
と
な
り
、
避
難
、

通
報
、
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
経
営
学
科

二
年
生
二
二
名
に
新
た
に
一
年
生
二

〇
名
を
加
え
、
合
わ
せ
て
四
二
名
の
多

く
の
学
生
が
在
籍
し
、
水
稲
、
麦
、
大

豆
等
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
作
物

と
露
地
野
菜
に
つ
い
て
、
栽
培
・
経
営

の
知
識
・
技
術
を
学
び
、
さ
ら
に
農
作

物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
加
工
技
術
に

つ
い
て
も
学
習
し
て
い
ま
す
。

一
年
生
で
は
栽
培
や
加
工
の
基
本
と

農
機
具
の
安
全
な
使
用
方
法
を
学
び
、

二
年
生
に
な
る
と
作
物
（
水
稲
・
麦

等
）
、
露
地
野
菜
、
農
産
加
工
か
ら
ひ

と
つ
を
選
択
し
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ

に
基
づ
い
た
試
験
を
設
定
し
調
査
研
究

を
行
い
ま
す
。

今
年
は
水
稲
の
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直

播
栽
培
や
パ
ン
用
小
麦
の
栽
培
か
ら
加

工
、
米
粉
利
用
法
の
開
発
、
露
地
野
菜

の
品
種
比
較
や
地
方
野
菜
の
栽
培
方
法

等
、
各
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
た
興

味
あ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
就
農
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催

―

実
際
の
就
農
を
考
え
よ
う
―

寮
生
会

「
消
防
訓
練
を
実
施
」

学
生
た
ち
の

授
業
実
習
風
景

―
本
県
農
業
を
担
う
期
待
に
応
え
て
―
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○
園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻

今
年
も
意
欲
あ
ふ
れ
る
一
年
生
二
十

五
名
を
迎
え
、
二
年
生
十
七
名
と
合
わ

せ
て
四
十
二
名
の
学
生
が
、
い
ち
ご
と

ト
マ
ト
を
主
体
と
し
た
施
設
野
菜
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

一
年
生
は
一
時
限
九
十
分
の
授
業
や

寮
生
活
に
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
農

大
生
活
に
慣
れ
、
今
で
は
暑
い
中
で
も

率
先
し
て
実
習
に
取
り
組
む
な
ど
元
気

に
頑
張
っ
て
ま
す
。

二
年
生
は
課
題
研
究
の
た
め
の
生

育
、
収
量
、
品
質
等
の
調
査
も
終
了
し
、

今
後
、
卒
業
論
文
の
と
り
ま
と
め
が
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
各
自
、
卒
業
後
の

進
路
実
現
の
た
め
、
就
農
準
備
や
就
職

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

写
真
は
、
ト
マ
ト
の
収
穫
の
様
子
と

い
ち
ご
の
ハ
ウ
ス
整
備
の
様
子
で
す
。

○
園
芸
経
営
学
科
花
き
専
攻

二
年
生
七
名
に
、
一
年
生
一
〇
名
が

加
わ
り
合
計
十
七
名
の
学
生
が
キ
ク
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ

等
の
切
り
花
や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
洋
ラ
ン

等
の
鉢
花
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
花
は
品
目
が
多
く
、
学
ぶ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
学
生
は
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
園
芸
経
営
学
科
果
樹
専
攻

二
年
生
三
名
に
加
え
、
新
た
に
一
年

生
四
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

今
年
は
こ
の
七
名
が
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、

ブ
ド
ウ
等
の
栽
培
や
経
営
管
理
に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。
一
年
生
は
各
種
果
樹

の
基
本
的
な
性
質
や
栽
培
を
講
義
と
実

習
に
よ
り
習
得
し
ま
す
。

二
年
生
は
課
題
研
究
の
取
組
を
通
し

て
、
さ
ら
に
栽
培
の
特
徴
を
つ
か
ん
で

い
き
ま
す
。
リ
ン
ゴ
が
一
名
、
ブ
ド
ウ

が
二
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
ブ
ド
ウ
の
袋
か
け
の
様
子
で

す
。

○
畜
産
経
営
学
科

新
た
に
一
年
生
七
名
が
入
学
し
、
二

年
生
七
名
と
と
も
に
、
乳
牛
や
肉
牛
の

飼
養
管
理
や
経
営
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。

一
年
生
は
、
二
年
生
に
付
い
て
、
当

番
制
で
乳
牛
の
朝
晩
の
搾
乳
や
給
餌
の

作
業
な
ど
を
元
気
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
給
飼
料
生
産
や
牛
舎
作
業

の
た
め
に
、
各
種
機
械
の
取
り
扱
い
を

修
得
し
ま
す
。
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六
月
四
日
（
水
）
に
、
県
内
農
業
関

連
高
校
七
校
の
生
徒
七
十
名
が
、
本
校

を
一
日
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
学
校
の
概
要
説
明
や
、

ほ
場
・
実
習
施
設
な
ど
の
見
学
、
学
生

食
堂
で
の
昼
食
、
各
出
身
高
校
の
先
輩

た
ち
と
の
交
流
交
歓
、
希
望
学
科
の
専

攻
実
習
見
学
な
ど
、
学
生
生
活
を
体
験

し
ま
し
た
。

八
月
九
日
（
土
）
に
は
、
農
業
大
学

校
入
学
に
関
心
の
あ
る
方
と
そ
の
保
護

者
等
を
対
象
に
し
た
「
第
二
回
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
先
進
的
経
営
体
実
習

(

本
科
一
年
生)

八
月
二
十
一
日(

木)

～
九
月
三
十
日(

火)

○
意
見
発
表
会

十
月
十
七
日(

金)

○
秋
季
校
内
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
収
穫
祭

十
月
三
十
一
日(
金)

○
第
三
十
八
回
農
大
祭

十
一
月
二
十
二
日(
土)

～
二
十
三
日(

日)

○
防
災
訓
練

十
二
月
五
日(

金)

○
本
科
卒
業
論
文
発
表

会
一
月
三
十
日(

金)

○
卒
業
式

三
月
十
三
日(

金)

これからの主な行事
（平成26年9月～平成27年3月）

咲
か
せ
よ
う

君
の
未
来
を

農
業
で

本
県
農
業
の
次
代
を
担
う
資
質
の
高
い

農
業
経
営
者
を
、
実
践
的
教
育
に
よ
り

育
成
す
る
た
め
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
期
間

・
推
薦
入
学
試
験

九
月
十
二
日
（
金
）

〜
九
月
二
十
六
日(

金)

・
一
般
入
学
試
験
前
期

十
一
月
二
十
五
日
（
火
）

〜
十
二
月
五
日
（
金
）

・
一
般
入
学
試
験
後
期

二
月
五
日
（
木
）

〜
二
月
十
三
日
（
金
）

試
験
期
日

・
推
薦
入
学
試
験

十
一
月
五
日
（
水
）

・
一
般
入
学
試
験
前
期

一
月
九
日
（
金
）

・
一
般
入
学
試
験
後
期

二
月
二
十
六
日
（
木
）

推
薦
及
び
前
期
試
験
の
合
格

者
が
募
集
人
数
に
達
し
た
場

合
は
、
後
期
試
験
を
実
施
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

合
格
発
表

・
推
薦
十
一
月
十
九
日
（
水
）

・
一
般(

前
期)
一
月
二
十
九
日
（
木
）

・
一
般(

後
期)
三
月
三
日
（
火
）

平成２７年度生 学生募集について

就
農
準
備
校
「
と
ち
ぎ
農
業

未
来
塾
」

栃
木
県
内
で
農
業
を
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
方
が
、
円
滑
に
就
農
で
き
る

よ
う
、
基
礎
的
な
農
業
経
営
に
関
す
る

知
識
や
作
物
の
栽
培
技
術
な
ど
を
学
べ

る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
定
年
帰
農
希
望
者
研
修

平
日
の
受
講
が
困
難
な
受
講
生
を
対

象
に
土
曜
日
に
開
校
し
て
い
ま
す
。
農

業
経
営
の
基
本
的
内
容
を
中
心
と
し
た

講
義
、
実
習
を
行
い
、
研
修
期
間
は
四

月
か
ら
一
月
で
、
本
年
は
四
月
十
二
日

に
開
校
し
、
研
修
生
は
三
十
一
名
で
す
。

研

修

科

の

紹

介

「
第
一
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
開
催
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②
新
規
就
農
希
望
者
研
修

農
業
経
営
の
基
本
的
内
容
を
中
心
と

し
た
講
義
、
実
習
を
行
う
「
基
礎
コ
ー

ス
」
と
各
作
物
の
農
業
経
営
、
栽
培
技

術
の
専
門
的
内
容
と
し
た
講
義
、
実
習

を
行
う
「
専
門
コ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

○
基
礎
コ
ー
ス

毎
週
木
曜
日
に
開
校
し
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
は
四
月
か
ら
三
月
で
、
本
年

の
研
修
生
は
四
十
名
で
す
。
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
研
修

生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

○
専
門
コ
ー
ス

い
ち
ご
、
施
設
野
菜
、
露
地
野
菜
及

び
果
樹
の
各
専
攻
に
分
か
れ
、
研
修
期

間
は
四
月
か
ら
三
月
の
毎
週
月
、
水
、

金
曜
日
に
開
校
し
て
い
ま
す
。
本
年
の

受
講
生
は
い
ち
ご
専
攻
は
十
五
名
、
施

設
野
菜
専
攻
は
十
三
名
、
露
地
野
菜
専

攻
は
十
三
名
、
果
樹
専
攻
が
五
名
で
す
。

と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル

経
営
の
高
度
化
を
目
指
す
農
業
者
を

対
象
に
、
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上

に
向
け
た
「
経
営
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

や
「
経
営
者
マ
イ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
、

経
営
者
の
個
別
課
題
を
整
理
・
分
析
す

る
「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
の
研

修
を
行
い
ま
す
。
七
月
一
日
に
開
校
し
、

三
月
ま
で
の
九
か
月
間
で
十
八
回
の
研

修
を
行
い
ま
す
。
本
年
は
二
十
三
名
の

研
修
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

農
業
機
械
研
修

農
業
者
及
び
就
農
予
定
者
を
対
象
と

し
、
農
業
機
械
利
用
の
専
門
的
知
識
技

能
に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

①
農
業
機
械
士
養
成
研
修

農
業
機
械
の
効
率
か
つ
安
全
な
利
用
に

関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
術
の
研
修

（
前
期
）
及
び
け
ん
引
免
許
の
取
得
（
後

期
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

②
農
業
機
械
安
全
効
率
利
用
研
修

農
作
業
事
故
防
止
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ

ン
バ
イ
ン
等
の
保
守
管
理
技
術
と
作
業

技
術
に
つ
い
て
の
研
修
で
す
。
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近
年
、
農
業
・
農
村
を
巡
る
情
勢
は
、

大
き
く
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。
農
政

の
転
換
期
で
あ
っ
て
も
元
気
な
地
域
社

会
の
維
持
発
展
を
図
る
源
は
、
農
業
者

で
あ
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
達
で
あ
り

ま
す
。
主
人
公
は
生
産
者
で
あ
り
ま
す
。

栃
木
県
農
業
大
学
校
同
窓
会
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
農
大
の
発

展
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。
本
校
は
、

専
修
学
校
に
な
っ
て
早
や
五
年
を
迎
え

ま
し
た
。
学
科
の
再
編
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
編
等
を
行
い
前
進
し
た
対
応
が

な
さ
れ
、
一
段
と
魅
力
あ
る
農
大
づ
く

り
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
唯
一

の
農
業
経
営
者
教
育
研
修
機
関
と
し

て
、
そ
の
役
割
は
大
な
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
教
育
環
境
を
充
実
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
同
窓
会
と
し
て
県
当
局
へ
要
望

し
て
参
り
ま
す
。
広
報
活
動
も
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
協
調
展
開

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

|
農
の
心
発
信
地
|

と
ち
ぎ
の
響
き

清
い
「
農
の
心
風
」

栃
木
県
農
業
大
学
校

同
窓
会
長

鈴
木
源
男
（
源
泉
）

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

農
の
心
、
農
の
絆
を
深
め
本
物
の
農

業
を
推
進
す
る
に
は
、
遠
心
力
を
求
心

力
に
変
え
る
努
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
勝
つ
た
め
に

は
、
俊
敏
性
、
組
織
力
、
高
い
技
術
が

必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
で
も

共
通
し
ま
せ
ん
か
。
時
局
に
合
っ
た
ご

提
案
を
期
待
し
ま
す
。

栃
木
県
の
重
点
戦
略
「
と
ち
ぎ
元
気

プ
ラ
ン
」
を
見
る
と
、
政
策
の
基
本
は

「
人
づ
く
り
」
で
す
。
県
民
一
人
ひ
と

り
が
自
立
し
、
自
己
実
現
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
や
社
会
の
担
い
手
と
な
っ
て
、

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
推
し
進
め
、

是
非
と
も
目
的
達
成
を
望
み
ま
す
。

今
年
の
農
大
祭
も
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
来
年
は
農
業
大
学
校
一
一
〇
周

年
記
念
に
な
り
ま
す
の
で
、
前
夜
祭
的

な
農
大
祭
と
考
え
な
が
ら
見
て
く
だ
さ

い
。
最
近
、
特
に
県
内
外
の
関
係
者
か

ら
注
目
さ
れ
、
多
数
の
来
場
が
あ
り
ま

す
。
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
も
例
年
ど
お
り

設
置
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
是
非
ご

来
校
い
た
だ
き
た
く
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

「
と
ち
ぎ
の
響
き
」
清
い
「
農
の
心

風
」
の
母
校
。
自
然
豊
か
で
人
情
味
の

あ
る
農
大
に
重
ね
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
同
窓
会

事
業
計
画

・
入
学
式
、
卒
業
式
へ
の
出
席

・
同
窓
会
入
会
式
へ
の
出
席

・
役
員
会
・
総
会
開
催

・
全
国
及
び
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
同
窓
会

長
会
議
出
席

・
農
大
だ
よ
り(

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー)

作
成

・
「
農
業
大
学
校
に
関
す
る
要
望
書
」

を
県
へ
提
出

・
農
大
祭(

十
一
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日)

へ
の
参
加

活
動
方
針

・
結
成
支
部
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
未
結
成
支
部
の
早
期
結
成
を

推
進
し
、
同
窓
会
の
強
化
を
図
る
。

・
農
業
大
学
校
の
実
践
教
育
・
学
生

募
集
等
に
対
す
る
協
力
及
び
援
助

を
行
う
。

・
会
の
発
展
と
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
の
役
員
会
等
を
開
催
す
る
。

・
そ
の
他
、
同
窓
会
の
目
標
達
成
に

必
要
な
活
動
を
行
う
。

＊
詳
細
は
、
農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー)
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

三
月
十
三
日
、
鈴
木
源
男
会
長
出
席

の
も
と
、
平
成
二
十
五
年
度
同
窓
会
入

会
式
が
挙
行
さ
れ
、
本
年
度
は
本
科
卒

業
生
六
十
三
名
を
新
入
会
員
に
迎
え
ま

し
た
。

在
校
生
を
代
表
し
て
果
樹
専
攻
に
在

籍
し
て
い
る
松
本
高
徳
さ
ん
が
、
「
卒

業
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
寝
食
を
共
に
し
て
友
情
を

深
め
あ
っ
た
寮
生
活
、
農
業
者
の
仕
事

に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
た
先
進
的
経
営

体
実
習
な
ど
、
多
く
の
思
い
出
が
浮
か

ん
で
く
る
事
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
慣

れ
な
い
私
達
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

専
攻
実
習
な
ど
、
多
く
の
体
験
を
通
し
、

私
達
に
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
私
達
が
農
大
生
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
い
ま
す
の
は
、
先
生
方

の
御
指
導
も
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
厳

し
く
、
時
に
は
優
し
く
御
指
導
い
た
だ

い
た
先
輩
方
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
農
業
大
学
校
の
学
生
に

は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
高
い
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
に
は
御
卒

業
後
も
折
り
に
触
れ
、
御
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

方
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
送
る
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
」
と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。

同
窓
会
入
会
式
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私
は
、
農
業
大
学
校
で
実
際
に
体
験

し
て
み
て
、
農
業
と
い
う
の
は
技
術
職

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

も
っ
と
農
業
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
学
び

た
い
と
思
い
、
ス
イ
ス
を
選
ん
だ
の
で

す
。
実
際
に
ス
イ
ス
の
文
化
と
農
業
を

体
験
し
て
み
て
、
や
り
方
や
技
術
が
色

々
な
と
こ
ろ
で
少
し
違
う
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
国
の
農
業
の
援
助
や

消
費
者
の
考
え
方
の
違
い
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
何
を
取
り

い
れ
る
べ
き
か
考
え
て
、
今
後
の
農
業

に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
こ
の
研
修
で
、
自
分
を
改
め
て

見
つ
め
直
し
、
沢
山
の
人
に
自
分
は
支

え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
何
よ
り
た
だ
単
純
に
楽
し
む
事
、

笑
う
事
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。私

は
自
分
が
信
じ
る
農
業
を
み
ん
な

と
一
緒
に
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
海
外
で
農

業
研
修
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
て

学
べ
ま
す
よ
。

ス
イ
ス
の
雲
の
上
で

平
成
二
十
三
年
度

農
学
部
本
科

総
合
農
学
科
農
産
科
学
コ
ー
ス
卒
業

堀
江

香
澄

国
際
農
業
者
交
流
協
会
の
十
三
ヶ
月

の
オ
ラ
ン
ダ
農
業
研
修
で
は
、
日
本
と

の
様
々
な
違
い
に
面
白
さ
を
感
じ
ま
し

た
。思

い
出
に
残
る
の
は
、
仕
事
に
つ
い

て
の
話
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
労
働
法
が

厳
格
に
守
ら
れ
て
お
り
、
労
働
時
間
の

上
限
を
法
律
で
週
六
十
時
間
に
し
て
い

ま
す
。
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、

週
二
日
以
上
は
休
み
を
と
り
、
農
家
で

も
、
夏
と
冬
に
は
約
一
週
間
の
バ
カ
ン

ス
（
海
外
旅
行
）
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、

お
昼
休
み
の
他
に
午
前
と
午
後
に
コ
ー

ヒ
ー
休
憩
を
取
り
、
仕
事
を
効
率
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

海
外
研
修
か
ら
帰
国
し
て

平
成
二
十
四
年
度

本
科

畜
産
経
営
学
科
卒
業

清
永

美
香

右端が堀江さん

「
日
本
の
農
家
に
は
休
日
が
な
い
。
」

と
言
う
の
は
大
袈
裟
で
す
が
、
日
本
の

農
家
の
話
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
驚

い
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
話
の
中
で
印

象
深
か
っ
た
の
は
、
「
農
業
機
械
を
使

う
の
は
、
時
間
を
作
る
た
め
で
は
な
い

の
か
。
」
、
「
ヘ
ル
パ
ー
と
研
修
生
に
仕

事
を
任
せ
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
も
僕
ら

に
も
利
益
に
な
る
。
」
と
い
う
言
葉
で

し
た
。
実
習
で
は
、
チ
ー
ズ
製
造
の
す

べ
て
を
任
さ
れ
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
那
須
に
あ
る
森
林
ノ
牧
場

で
、
主
に
乳
加
工
を
専
門
に
牧
場
・
カ

フ
ェ
で
働
い
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で

は
、
日
本
を
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
那
須
地

域
を
中
心
に
酪
農
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

左から３人目が清永さん

私
は
、
自
分
の
将
来
を
深
く
考
え
る

た
め
、
山
崎
先
生
に
相
談
し
臨
時
補
助

員
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
立
場
と
は

違
い
、
責
任
と
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

短
い
期
間
で
す
が
、
今
の
経
験
を
糧
に
、

先
生
方
や
、
農
業
大
学
校
に
恩
返
し
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
、
本
校
で
臨
時
補

助
員
を
し
て
い
ま
す
。
指
導
す
る
側
な

の
で
、
責
任
感
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
実
習
指
導
が
多
い
の
で
、
丁

寧
に
指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
。
将
来

は
、
農
業
関
係
に
就
職
し
た
い
で
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
大
学
校
に
残
っ
て

平
成
二
十
五
年
度

本
科

園
芸
経
営
学
科
果
樹
専
攻
卒
業

山
本

晃
平

臨
時
補
助
員
に
な
っ
て

平
成
二
十
五
年
度

本
科

畜
産
経
営
学
科
卒
業

神
長

洸
岐

神長さん、山本さ


